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達成状況

夢（未来）をも
つ子の育成 A

「つながりを生
み、子どもの思い
を大切にする授
業」の実現に向け
て

A

AARサイクルを意識
した授業の実施 B

ICTを活用した授業
の実施 B

自主学習の充実 B

人とのつながり A

人間尊重の教育
いじめの防止 A

自治的な活動 A

熱中する子の育
成 B

運動機会の充実 A

心身の健康と安
全 A

B

A

防災を含む
安全に関す
る教育

A

札幌らしい
特色ある学
校教育

A

札幌市立 和光小学校
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令和７年度　自己評価及び学校関係者評価書
令和

今年度の重点目標

未来を創る和光の子どもの育成～活動・思考を「つながり」でデザインする～

本年度の経営方針

（知）　考える子　～確かな考えをもち、進んで行動する子の育成
（徳）　優しい子　～優しい心で、助け合う子の育成
（体）　熱中する子～粘り強く取り組む、熱中する子の育成

自己評価結果に対する学校関係者評価

改善方策 自己評価の
適切さ

改善策の
適切さ

目指す子ども像
子どもの声に耳を傾け、子どもが「自分は大切に
されている」と実感できる教育に取り組む。

教職員が子どもの主体性を育む意識をもち、子どもを積極的に支援することで、子ども自
身が伸びを実感し、相互承認の感度を高めることにつながった。一方で、先を見通して行
動したり、学習に対する受け身な姿勢であったりすることについては課題が残った。教師
側は学び続ける意識をもち、メンター会議なども活用しながら、学習、生活両面での指導
力の向上に向けた研修も行っていきたい。

A A

分野 重点項目 評価項目
自己評価 学校関係者評価

学校関係者評価委員会
による意見

子どもの権利や主体性をとても大切にされているように感じました。
改善方策にて、成果と課題が書かれており、概ね同じ認識です。課題について、「これでOK」というゴールがない、継続的に向き合うべきテーマと思いますが、教職員が指導力
を高め、成長する姿を子どもに示すこと自体が、子どもの主体性を育むメッセージになると思いました。がんばってください。
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「学ぶ力」の育成

主体的に学びを進めることができるように、つな
がりを意識した授業作りを行う。

学習の中では、子どもたちが共通の資料を見ながら話し合う環境を意図的に設け
ることで、子ども同士が自然と考えを伝え合う場を作ることができた。また、協
働的な学習の中で、付箋やカードを子どもたちが目に見える形で操作しながら思
考を働かせることで、自然と対話が生まれ、子ども同士のつながりを生むことが
できており、次年度に向けても継続していきたい。

A A

学びの見通し、探究の場、振り返りを意識して授
業を構成している。

今年度はパートナー校と連携して、AARサイクル（学びのサイクル）に関する教室
掲示を作成した。なお、この掲示は、学級ごとに子どもたちが話し合い、共通の
土台で学習を進めることができるように、学びの型としてまとめたものである。
次年度は、こうした学びの土台となるAARサイクルの掲示に、具体的にどのような
内容を書くのか、学校としてのイメージを共有し、学ぶ力育成部を中心に、作成
していきたい。

発達段階に応じて、授業の中でICTを効果的に活
用している。

クロムブックについては、授業の中で活用することができたという声が多かった。その一
方で、土台となるデジタルシティズンシップの１０か条（今年度配付）に沿った使い方が
できていなかったり、クロムブックを使うこと自体が目的になってしまっている場合も多
かった。次年度に向けては、家庭とも連携しながら、何のために、どのような場面で活用
するのかなど、より効果的な使用の仕方について模索していきたい。

一人一人の主体性の向上や学習習慣の定着を図る
ために、家庭と連携しながら自主学習を推進して
いる。

自主学習を行うことで、自分で学習内容を計画して取り組むことができる子どもが増えて
きている。また、ギャラリーウォークを取り入れて日頃から交流したり、保護者に向けて
も懇談会などで話題にすることで、学校全体として少しずつ浸透してきている。その一方
で、家庭での習慣化が難しいなど、個人差が出てしまうことは課題である。今後も、ギャ
ラリーウォークなど自主学習のよさを広め、自主学習が定着していない児童の底上げを図
りたい。

「豊かな心」の育
成

学年学級・異学年・地域など、人とのつながりを
意識した取組を行う。

「健やかな体」の育
成

目標に向けて、粘り強く取り組む心を育てるため
の体育的な取組や関わりをもつ。

朝に「すこからタイム」を位置づけ、週１回、年間を通して縄跳び運動を中心とした体を
動かす時間を設定した。目標となるカードに跳ぶことのできた回数で色を塗るなど、粘り
強く取り組むことのできる工夫を加えたり、教師が大縄を使用して一緒に取り組むなどし
たりすることで、子どもたちが前向きに目標に向かって挑戦し続ける様子が見られた。次
年度は、モチベーションをいかに持続させるかを念頭におき、カードの改良や縄跳び運動
の幅を広げていく。

学級や学年、委員会活動などにおいて、異学年と交流する様子がより見られた一年間で
あった。また、学習においては、町内会の方や、連携をしている中学校、保育園や幼稚園
などとも交流を行うことができた。もっと異学年交流を増やしていきたいという教職員か
らの声もあることから、「人とのつながり」がより広く、深まるように今年度の振り返り
を次年度の年間計画に生かしていきたい。

A

学校の中に居場所を感じ、「自他のよさ」や「自
分は必要とされている」と実感できるような取組
や関わりをもつ。

人権尊重、いじめの防止を目指し、「性的マイノリティー」をテーマにし
た絵本による学活の授業を行ったり、いじめをなくすために子どもたち自
身が自分たちにできることを話し合う場を設定したりすることができた。
次年度も子ども一人一人が自分のよさや可能性を自認していけるような、
学習活動づくり、人間関係づくり、環境づくりの再構築を図りたい。

体を動かすことを楽しみ、運動への意識が向上す
るような工夫をしている。

昨年からの取組である「マット週間」「跳び箱週間」の二つに加えて、今年度は
「冬の室内遊び週間」も設定した。こうした期間内は、健やかな体育成部の先生
方を中心に、体育館に多くの先生方が集まり、子どもに関わる様子が見られた。
それにより、体育館で体を動かして楽しむ子どもの姿も多く見られ、一定の成果
が得られたと考える。次年度は、児童委員会との連携を広げ、子どもが自治的活
動の一貫として運動週間に関わることができるように設定していきたい。

健康や望ましい食との向き合い方に対する意識を
高めることができている。

学年と担任、担任と養護教諭や栄養教諭が、日頃からアレルギー対応などの子ど
もの心身に関わる情報を共有することができた。また、「食指導」や「心と体と
命の学習」などの、授業を通して栄養教諭や養護教諭が子どもと関わる場面で
は、子どもの実態に合わせた授業内容を考えて実施することができた。次年度も
継続していきたい。

よりよい学校生活を目指し、学級活動、委員会活
動、学校行事を通して、豊かな人間性や社会性を
育む。

委員会活動では、教師が積極的に介入し、場の設定を工夫したり、話合いの方向性を示唆
するなどすることで、建設的な話合いができる場面が多く見られた。内容や取り組み方に
加えて、教師側がどのような意識で取り組むかを大事にしていきたい。次年度は、より学
校全体が同じ意識をもって取り組むことができるように、豊かな心育成部を中心に働きか
けていく。

学校関係者評価委員会
による意見

児童の学びを深める工夫が随所に見られ、重点項目の実現に向け前向きな取組が書かれていると思います。可能であれば、今後は成果検証（数値目標、どの状態を目指すかな
ど）の観点を補えると、より実効性の高い改善方策になると思いました。
日々の取組を見ているわけではなく、参観日や児童会館へ遊びに来る和光小の子どもたちを見ての意見になってしまいますが、評価項目に対する達成状況や改善方策等を見て
も、日々子どもたちと真摯に向き合われていることが伺えました。
自主学習の充実に関しては、「主体的に学習」≠「強制」となるため、昨年より勉強量が少なくなったと感じたので、そのケアも必要と考えました。

信頼され
る学校の
創造

保護者・地域と
の連携

参観や懇談などでの工夫ある取組やＨＰの充実により、情報発
信を積極的に行うことで、保護者や地域との連携を深める。

参観授業や懇談会では、子どもたちが活躍できる学習内容を構成したり、学級の実態や今
後の見通しなどについて保護者に伝えたりするなど、工夫ある取組を行うことができた。
課題としては、ＨＰで学校の取組を伝える機会が前年度と比べて減っていたため、次年度
は担当者を中心に更新し、保護者に学校の様子をより伝えられるように努める。

A A

家庭や地域の教育力を活用しながら、子どもの育ちを支えてい
る。

学校関係者評価委員会
による意見

学校における情報発信は、何を目的とするかが非常に難しいように感じました。営利企業なら売上を伸ばすことを目的にするのかもしれませんが、和
光小が誰に何を発信したいか（別しなくてもよいのか）など、職員の方の足並みをそろえるのが大変そうだと思いました。
札幌のスキー学習は費用や雪不足など課題がある一方で、地域の豊かな体験として大きな価値があると思いますので、形を工夫しながら継続に向けた
取組を進めて欲しいです。

保護者による出前授業や、町内会や亜麻保存会、スクールガードの方に学習に御協力いた
だくなど、地域の力をお借りしながら教育課程を編成することができた。また、図書ボラ
ンティアや、読み聞かせサークルによる朝の読み聞かせなど、多くの保護者の方に御協力
をいただき、子どもの育ちを支えることができた。

実効性の高い安
全体制の確立

防災訓練や災害に対する備えを十分に行ったり、安全・安心に
関わる情報を家庭に伝えたりする。

避難訓練では現実的な場面を想定し、「週間」として具体的な実施日を伏せた状態で訓練を行った。自
分の身を自分で守るという意識を子どもたちがもつことができるように、次年度以降も避難訓練はこの
ような形で実施していきたい。また、教職員に関しては、防犯研修を毎年行うとともに、３年に１回ほ
ど警察の方を講師としてお呼びして研修を実施していく。

A A

体験的な学習の
充実

札幌の特色や魅力について、体験的な学習を通して学ぶ機会の
充実を図る。

体育のスキー学習や雪遊びなど、雪に親しむ活動を実施した。また、体験
的な学習として、芸術の森美術館での芸術鑑賞や、Kitaraでのファースト
コンサートなど、札幌の施設を利用した学習も展開することができた。
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